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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リミッターと主幹ブレーカと分岐ブレーカとを備えた分電盤において、外部から引き込
んだ電源線を前記リミッターの一次側端子に接続し、前記リミッターの二次側端子を前記
主幹ブレーカの一次側端子に接続し、前記主幹ブレーカの二次側端子を過熱検出器の二次
側端子に接続し、前記過熱検出器の一次側端子を前記リミッターの一次側端子に接続し、
　前記過熱検出器に、前記リミッターと前記主幹ブレーカにおける前記各端子の接触不良
を検出するセンサ回路を設け、
　前記過熱検出器の二次側端子を分岐用銅バーに着脱自在なプラグイン端子とし、前記過
熱検出器を前記分岐ブレーカと並べて前記分岐用銅バーに接続したことを特徴とする分電
盤。
【請求項２】
　端子台とリミッターと主幹ブレーカと分岐ブレーカとを備えた分電盤において、外部か
ら引き込んだ電源線を前記端子台の第１入力端子に接続し、前記端子台の第１出力端子を
前記リミッターの一次側端子に接続し、前記リミッターの二次側端子を前記端子台の第２
入力端子に接続し、前記端子台の第２出力端子を前記主幹ブレーカの一次側端子に接続し
、前記主幹ブレーカの二次側端子を過熱検出器の二次側端子に接続し、前記過熱検出器の
一次側端子を前記端子台の第１入力端子に接続し、
　前記過熱検出器に、前記端子台と前記リミッターと前記主幹ブレーカにおける前記各端
子の接触不良を検出するセンサ回路を設け、
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　前記過熱検出器の二次側端子を分岐用銅バーに着脱自在なプラグイン端子とし、前記過
熱検出器を前記分岐ブレーカと並べて前記分岐用銅バーに接続したことを特徴とする分電
盤。
【請求項３】
　前記過熱検出器が前記分岐ブレーカと同じ側面形状のケーシングを備えた請求項１又は
２記載の分電盤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブレーカやリミッター等の盤内機器における端子部の過熱を検出する機能を
備えた分電盤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　分電盤の盤内機器は、端子部にネジを多用しているため、ネジの緩みで電源座と圧着端
子との接触状態が不安定になると、アーク放電が発生し、過熱状態となりやすい。そこで
、従来、端子部品にセンサ回路を接続し、端子部の過熱を検出する技術が提案されている
。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、図６に示すようなセンサ回路１０１の両端を端子ネジ１０２
と電源座１０３とに接続し、これらの端子部品の電位差に基づいて、電源座１０３と圧着
端子１０４との接触不良を検出するブレーカが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２４５８３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、分電盤内には、ブレーカの他にもリミッターや端子台など、端子部にネジを
用いた機器が装備されている。これらの盤内機器で、ネジが緩んだり端子部品が変形した
りすると、ブレーカと同様、端子部が過熱状態となる。
【０００６】
　しかし、図６に示すような端子ごとのセンサ回路１０１を複数種の盤内機器の一次側端
子と二次側端子にそれぞれ設けた場合、各機器が高価になるばかりでなく、多数本の検出
線によって分電盤内が煩雑になるという問題点があった。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、複数種の盤内機器における端子の過熱を安価で簡素な構成に
よって検出できる分電盤を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の分電盤は、リミッターと主幹ブレーカと分岐ブレ
ーカとを備え、外部から引き込んだ電源線をリミッターの一次側端子に接続し、リミッタ
ーの二次側端子を主幹ブレーカの一次側端子に接続し、主幹ブレーカの二次側端子を過熱
検出器の二次側端子に接続し、過熱検出器の一次側端子をリミッターの一次側端子に接続
し、　過熱検出器に、リミッターと主幹ブレーカにおける各端子の接触不良を検出するセ
ンサ回路を設け、過熱検出器の二次側端子を分岐用銅バーに着脱自在なプラグイン端子と
し、過熱検出器を分岐ブレーカと並べて分岐用銅バーに接続したことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の分電盤は、端子台とリミッターと主幹ブレーカと分岐ブレーカとを備え
た分電盤において、外部から引き込んだ電源線を端子台の第１入力端子に接続し、端子台
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の第１出力端子をリミッターの一次側端子に接続し、リミッターの二次側端子を端子台の
第２入力端子に接続し、端子台の第２出力端子を主幹ブレーカの一次側端子に接続し、主
幹ブレーカの二次側端子を過熱検出器の二次側端子に接続し、過熱検出器の一次側端子を
端子台の第１入力端子に接続し、　過熱検出器に、端子台とリミッターと主幹ブレーカに
おける各端子の接触不良を検出するセンサ回路を設け、過熱検出器の二次側端子を分岐用
銅バーに着脱自在なプラグイン端子とし、過熱検出器を分岐ブレーカと並べて分岐用銅バ
ーに接続したことを特徴とする。
【００１０】
　そして、過熱検出器が分岐ブレーカと同じ側面形状のケーシングを備えているのが好ま
しい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の分電盤によれば、ブレーカ、リミッターまたは端子台の複数の端子を所定の順
序で過熱検出器に電気接続し、過熱検出器に各端子の接触不良に感応するセンサ回路を設
けたので、複数種の盤内機器における端子の過熱を安価で簡素な構成によって検出できる
という効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１を示す分電盤の正面図である。
【図２】図１の過熱検出器をリミッターに接続する手順を示す配線図である。
【図３】本発明の実施例２を示す分電盤の正面図である。
【図４】図３の過熱検出器を端子台に接続する手順を示す配線図である。
【図５】図１、図３の過熱検出器のセンサ回路を示すブロック図である。
【図６】従来のブレーカのセンサ回路を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１に示す実施例１の分電盤１は
、ケース３の内側にリミッター４、主幹ブレーカ５、過熱検出器７、分岐ブレーカ８を装
備している。図３に示す実施例２の分電盤２は、実施例１の盤内機器に加え、ケース３の
内側に端子台６を備えている。実施例１，２において、同一の部材は各図に同一の符号で
示されている。
【実施例１】
【００１４】
　実施例１の分電盤１では、図１に示すように、外部から引き込んだ３本の電源線１１が
リミッター４の３つの一次側端子４１に接続されている。一次側端子４１は、リミッター
４の内部配線（図示略）を介して二次側端子４２に接続されている。リミッター４の一次
、二次側端子４１，４２は、それぞれ端子ネジ４３，４４を備えたネジ端子である。
【００１５】
　リミッター４の二次側端子４２は、３本のリード線１２で主幹ブレーカ５の３つの一次
側端子５１に接続されている。一次側端子５１は、主幹ブレーカ５の内部配線（図示略）
を介して二次側端子５２に接続されている。主幹ブレーカ５の一次、二次側端子５１，５
２は、それぞれ端子ネジ５３，５４を備えたネジ端子である。
【００１６】
　主幹ブレーカ５の二次側端子５２は、それぞれ３段の中継用銅バー１３と分岐用銅バー
１４を介して過熱検出器７の二次側端子７２に接続されている。二次側端子７２は、過熱
検出器７の内部検出線７４（図５参照）を介して一次側端子７１に接続され、一次側端子
７１が３本のリード線１６でリミッター４の一次側端子４１に接続されている。
【００１７】
　中継用銅バー１３はネジ１５で分岐用銅バー１４に接続され、分岐用銅バー１４が分電
盤ケース３の長手方向に延びるように形成されている。過熱検出器７は、分岐ブレーカ８
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と同じ側面形状のケーシング７３、詳しくは、奥行きおよび高さ寸法が分岐ブレーカ８と
同じで、幅寸法が分岐ブレーカ８よりも大きい（例えば２倍）ケーシング７３を備え、所
要数の分岐ブレーカ８と一列に並ぶように分岐用銅バー１４の指定位置に装着されている
。
【００１８】
　図２に示すように、過熱検出器７の一次側端子７１と二次側端子７２はそれぞれネジ締
めが不要なプラグイン端子であり、二次側端子７２が分岐用銅バー１４に着脱され、一次
側端子７１にリード線１６が着脱される。リード線１６の配線に際しては、その先端に固
着した丸端子１７に電源線１１の露出端を差し込み、露出端と丸端子１７を筒形のカシメ
端子１８で結着し、カシメ端子１８をリミッター４の一次側端子４１に接続する。
【００１９】
　図５に示すように、過熱検出器７のケーシング７３内には３本の検出線７４が配線され
、それぞれにセンサ回路７５とスイッチ８５が設けられている。センサ回路７５は、一次
側端子７１と二次側端子７２との電位差に基づいて、リミッター４の端子４１，４２、主
幹ブレーカ５の端子５１，５２、および銅バー１３，１４同士のネジ１５による接続部の
接触不良を検出する。センサ回路７５は、特定の構成に限定されないが、例えばフォトカ
プラ７６（図６参照）を用いた入出力絶縁型の回路を使用できる。
【００２０】
　センサ回路７５の出力線７７（図５）は、入力回路７８を介して平均値回路７９に接続
されている。平均値回路７９はセンサ回路７５の出力から平均値を求め、判定回路８０が
平均値を閾値と比較して端子４１，４２，５１，５２等の接触不良を判定する。判定結果
は自己保持回路８１で所定時間保持され、その時間中に出力回路８２がスイッチ８５と警
報回路８３とに駆動信号を出力する。これにより、スイッチ８５が開いて通電電流を遮断
するとともに、ランプ８４が点灯または点滅して接触不良を報知する。ランプ８４は、ケ
ーシング７３に設けてもよく（図１参照）、分電盤ケース３の任意箇所に設けてもよい。
【００２１】
　従って、実施例１の分電盤１によれば、リミッター４の一次、二次側端子４１，４２と
主幹ブレーカ５の一次、二次側端子５１，５２を所定の順序で過熱検出器７に電気接続し
、複数の端子４１，４２，５１，５２等の接触不良を一つの過熱検出器７で簡単に検出で
きる。特に、過熱検出器７に分岐ブレーカ８と同じ側面形状のケーシング７３を用い、過
熱検出器７と分岐ブレーカ８を共通の分岐用銅バー１４上に整然と配列できるという利点
もある。
【実施例２】
【００２２】
　実施例２の分電盤２では、図３に示すように、外部から引き込んだ３本の電源線１１が
端子台６の３つの第１入力端子６１に接続されている。第１入力端子６１は同じ端子金具
上の第１出力端子６２に接続され、第１出力端子６２がリード線２１でリミッター４の一
次側端子４１に接続されている。なお、端子台６の第１入力端子６１および第１出力端子
６２は、それぞれ端子ネジ６５，６６を備えたネジ端子である。
【００２３】
　リミッター４の一次側端子４１は内部配線を介して二次側端子４２に接続され、二次側
端子４２がリード線２２で端子台６の第２入力端子６３に接続されている。第２入力端子
６３は同じ端子金具上の第２出力端子６４に接続され、第２出力端子６４が主幹ブレーカ
５の一次側端子５１に端子ネジ５３によって接続されている。なお、端子台６の第２入力
端子６３も、端子ネジ６７を備えたネジ端子である。
【００２４】
　主幹ブレーカ５の一次側端子５１は内部配線を介して二次側端子５２に接続され、二次
側端子５２が中継用銅バー１３と分岐用銅バー１４を介して過熱検出器７の二次側端子７
２に接続されている。過熱検出器７は実施例１と同様に構成され（図５参照）、二次側端
子７２が検出線７４を介して一次側端子７１に接続されている。そして、過熱検出器７の
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【００２５】
　図４に示すように、リード線２３の配線にあたっては、先端の丸端子１７に電源線１１
の露出端を差し込み、露出端に丸端子１７と圧着端子１９を固定し、リード線２３を電源
線１１に結着した状態で、圧着端子１９を端子台６の第１入力端子６１に接続する。
【００２６】
　実施例２の分電盤２によれば、端子台６の入出力端子６１，６２，６３，６４とリミッ
ター４の一次、二次側端子４１，４２と主幹ブレーカ５の一次、二次側端子５１，５２と
を所定の順序で過熱検出器７に電気接続し、多数の端子４１，４２，５１，５２，６１，
６２，６３，６４の接触不良を一つの過熱検出器７で簡単に検出することができる。
【００２７】
　本発明は、上記実施形態の分電盤１，２に限定されるものではなく、盤内機器として一
次送り回路用ブレーカや時間帯別電灯契約機器用ブレーカ等を装備した各種の分電盤に適
用することもでき、その他、発明の趣旨を逸脱しない範囲で、各部の構成や配線順序を適
宜に変更して実施することも可能である。
【符号の説明】
【００２８】
　　１　　分電盤（実施例１）
　　２　　分電盤（実施例２）
　　３　　ケース
　　４　　リミッター
　　５　　主幹ブレーカ
　　６　　端子台
　　７　　過熱検出器
　　８　　分岐ブレーカ
　１１　　電源線
　１４　　分岐用銅バー
　４１　　リミッターの一次側端子
　４２　　リミッターの二次側端子
　５１　　主幹ブレーカの一次側端子
　５２　　主幹ブレーカの二次側端子
　６１　　端子台の第１入力端子
　６２　　端子台の第１出力端子
　６３　　端子台の第２入力端子
　６４　　端子台の第２出力端子
　７１　　過熱検出器の一次側端子
　７２　　過熱検出器の二次側端子
　７３　　過熱検出器のケーシング
　７５　　センサ回路



(6) JP 5762831 B2 2015.8.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(7) JP 5762831 B2 2015.8.12

【図５】 【図６】



(8) JP 5762831 B2 2015.8.12

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００９－２１９２９２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３４３４１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２４５８３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０２１５４８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｂ　　　１／４０　　　　
              Ｈ０２Ｂ　　　１／４２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

